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26.	 クリップ（1）を高電圧バッテリーパックカバーブラ
ケットから取り外す。

27.	 高電圧バッテリーパックカバーブラケット（1）を高
電圧バッテリーパックから取り外す。 

28.	 ナットを高電圧バッテリーパックブラケットから取
り外す。 

BLWRAOSH026801

1

BLWRAOSH026901

1

BLWRAOSH006101
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29.	 図を参照し、アイボルトを高電圧バッテリーパック
に取り付ける。

注意：
・	 アイボルトに緩みがなく、先端が底付きしていな
いことを確認する。

30.	 ホイストを使用し、高電圧バッテリーパックブラケッ
トとセットで高電圧バッテリーパックを車両から取
り外す。

注意：
・	 重量物の作業はけがのないように注意すること。
・	 吊り具の角度が 45°以上（a）になるようにすること。

31.	 アイボルトを高電圧バッテリーパックから取り外す。
32.	 高電圧バッテリーパックブラケットを高電圧バッテ
リーパックから取り外す。

BLWRAOSH006201

a

a

BLWRAOSH006301
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高電圧バッテリーパック（床下）
1.	 スタータースイッチを「LOCK」位置にし、キーを
抜き取ります。

注意：
・	 他の作業者がキーを差し込まない様、キーは作業
者本人が携帯してください。

2.	 バッテリーケーブル 12Vおよび 24Vの補機用バッテ
リーマイナス端子から各々切り離す。

注意：
・	 EVシステムが停止していることをメーターで確認
後、バッテリーリレースイッチをOFFにし、3分
以内はバッテリーケーブルを切り離さないこと。

・	 3 分以内にバッテリーケーブルを切り離すとEVシ
ステムが動作不良を起こす恐れがある。

3.	 絶縁手袋（低圧電気用）を装着してください。

高所での作業の注意事項
バスの屋根に乗る時は、バスの屋根外版をへこませる恐
れがあるため、ビード部または下面に補強材のある場所
に乗ること。
クーラーカバーなど、重量物を外す場合は必ず二人で作
業を行うこと。
工具・部品などはつり袋を使用して作業者へ渡すこと。 
高所作業を行う時は、安全確保の観点から「高所作業車」
の使用を推奨する。
屋根上での作業完了後、屋根上に使用工具の置き忘れが
ないか確認すること。

注意：
・	 高所作業を行うサービスマンは、高所作業に関す
る特別教育を必ず受講すること。

・	 高さ 2m以上の箇所で作業を行う場合には、「墜落
制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」
を守って作業すること。

・	 作業中に車両が動き出さないよう、パーキングブ
レーキを確実にかけること。さらに車輪止めを確
実に設置すること。

･	 バス前方には足場がないため、バス左後方より屋
根に上がること。

･	 バスの屋根上で作業する場合は、車両前部、クー
リングユニット部もしくは車両後部付近にある安
全フックポイントに墜落制止用器具のフックをか
けて作業すること。

･	 バッテリー脱着作業を実施する際、バッテリーカ
バー下に通行帯は存在しないため、配線や配管の
上に足を置かないように注意すること。

･	 バッテリー脱着作業を実施する際、使用するつり
上げ用ベルトは耐荷重 200kg 以上のものを使用す
ること。

1.	フックポイント
2.	連結ブラケット

BLWR00SH000501

2

1

1

2
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4.	 リヤ高電圧バッテリーパックカバー（1）を高電圧バッ
テリーパックから取り外す。

5.	 センター高電圧バッテリーパックカバー（2）を高電
圧バッテリーパックから取り外す。

注意：
･	 配線および配管を踏まないよう、足場を確保し作
業すること。 

6.	 クリップ（1）をフロント高電圧バッテリーパックカ
バーから取り外す。

7.	 フロント高電圧バッテリーパックカバー（3）を高電
圧バッテリーパックから取り外す。

BLWRAOSH005501

1

2

3

BLWRZ0SH000701

1
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8.	 屋根上および床下全ての高電圧バッテリーパックの
サービスプラグを高電圧バッテリーパックから取り
外す。

警告：
･	 サービスプラグ取り外し後、他のサービスマンが
誤ってサービスプラグを接続しないように、サー
ビスプラグを取り外したサービスマンが携帯して
おくこと。

・	 インバーター内コンデンサーを放電させるために、
サービスプラグ取り外し後、5分以上作業を中断す
ること。完全放電させずに作業をすると感電の恐
れがある。

・	 ホコリや異物の侵入を防ぐために、テープ等でサー
ビスプラグのソケット部をふさぐこと。

補足：
・	 爪（2）をスライドさせて、レバー（1）を水平に
なるまで起こすこと。

・	 搭載されている高電圧バッテリーパックの個数分
取り外すこと。

警告：
･	 蒸気や熱湯が噴き出して火傷の恐れがあるため、
冷却水が高温の時はサブタンクキャップを緩めな
いこと。

・	 サブタンクキャップを開けるときは、冷却水が冷
えた状態で厚手の布をキャップにかぶせ、ゆっく
り回して圧を抜いてから外すこと。

注意：
･	 冷却水が十分に冷えていることを確認すること。
・	 排出した冷却水の量を記録しておくこと。
・	 ウォーターポンプや電気部品故障の恐れがあるた
め、冷却回路に冷却水がない状態でキーオンしな
いこと。

9.	 エア圧送用のポンプおよびレギュレーターを用意す
る。

10.	 レギュレーターの圧送圧を基準値に設定する。
基準値： 50 - 200 kPa

LNWPAOSH023301

LNWPAOSH023401

2
1
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11.	 バッテリーアンダーカバーを取り外す。

12.	 サブタンクキャップをサブタンク 2（高電圧バッテ
リーパック用）から取り外す。

補足：
・	 サブタンクキャップは 2 段階に回すダブルアク
ション式である。

注意：
・	 サブタンクキャップを取り外すときにサブタンク
キャップとフィラーネックを損傷させないこと。

13.	 EV システム用のドレーンバルブ（1）を回して冷却
水を受け皿に排出する。

14.	 右側のドレーンバルブ（2）を締める。

BLWRAOSH000301

2.	排出口
BLWRAOSH000401

2

1

1. ドレーンバルブ（左側）
BLWRAOSH031001

1 2
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15.	 エア圧送用のレギュレーター（1）をウエス等（2）
でくるみ、サブタンク 2（高電圧バッテリーパック用）
（3）にセットする。

注意：
・	 送風時フィラーネック部から空気が漏れてないか
チェックする。

・	 気が漏れてる場合は、フィラーネック部にR/Tホー
ス等を差し込み、R/T ホースにクリップ等を取り
付け完全に閉塞させる。

16.	 サブタンク 2（高電圧バッテリーパック用）にセッ
トしたレギュレーターで、冷却水を高圧エアで圧送
する。

補足：
・	 冷却水が完全に排出されるまで行う。

注意：
・	 冷却水が噴き出し飛び散るため、受け皿を近づけ
るまたはバケツ等を使用すること。

17.	 左側のドレーンバルブ（1）を締める。

BLWRAOSH032001

1

2

3

BLWRAOSH028601

1

BLWRAOSH031001

1 2

1. ドレーンバルブ（左側）
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18.	 レギュレーターおよびウエス等をサブタンク 2（高
電圧バッテリーパック用）から取り外す。

19.	 以下の順番でバッテリーアンダーカバー（1）を車両
から取り外す。

BLWR9GSH000201
1

BLWR9GSH000301
1
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20.	 コネクター（1）を高電圧バッテリーパックから切り
離す。

補足：
・	 爪（2）をスライドさせて、レバー（1）を起こすこと。

21.	 クリップ（3）を高電圧バッテリーパックケーブルブ
ラケットから取り外す。

22.	 高電圧バッテリーパックケーブル（2）を高電圧バッ
テリーから切り離す。

補足：
・	 爪（2）をスライドさせて、レバー（1）を起こすこと。

23.	 クリップ（2）を高電圧バッテリーパックケーブルブ
ラケットから取り外す。

24.	 アースケーブル（1）を高電圧バッテリーパックから
取り外す。

BLWRAOSH006401

1

2 3

LNWPAOSH011001

1

2

LNWPAOSH010901

1

2

BLWRAOSH006501

2

1
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25.	 クーラントコネクター（1）を高電圧バッテリーパッ
クから取り外す。

注意：
・	 冷却水がコネクター端子部に付着しないようにす
ること。

26.	 高電圧バッテリーパックケーブルブラケットを高電
圧バッテリーパックから取り外す。

27.	 ブラケットを高電圧バッテリーパックブラケットお
よびフレームから取り外す。

28.	 ミッションジャッキ等を高電圧バッテリーパックの
下にセットする。

BLWRAOSH006601

1

BLWRAOSH006701

BLWRAOSH033101

BLWRAOSH006901

xxx-xxx_本文.indb			23 2025/05/10			15:34:22



24

29.	 高電圧バッテリーパックブラケット（小）を高電圧
バッテリーパックブラケット（大）およびブラケッ
トから取り外す。 

30. ブラケットを車両から取り外す。

31.	 ボルトを高電圧バッテリーパックブラケット（大）
から取り外す。

BLWRAOSH033201

BLWRAOSH033301

BLWRAOSH033401
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32.	 ミッションジャッキ等を使用して、高電圧バッテリー
パックを高電圧バッテリーパックブラケット（大）
とセットで車両から抜き出す。

補足：
・	 車両内側のブラケット（1）に干渉しないよう、高
電圧バッテリーパックを車両外側に移動させなが
ら下に抜き出すこと。

33.	 高電圧バッテリーパックを高電圧バッテリーパック
ブラケット（大）から取り外す。

BLWRAOMH001801

1

BLWRAOSH006801
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34.	 コネクター端子（1）およびサービスプラグ端子（2）
を絶縁テープで塞ぐ。

35.	 冷却水が漏れないように、冷却水コネクター端子（3）
の穴を塞ぐ。

36.	 自動車再資源化協力機構にバッテリーパック回収の
ご連絡をお願いいたします。
・	 網パレットとバッテリーパックを図のように固

定してください。
・	 網パレット１台のなかに引取依頼登録をした

バッテリーパックを１～２個収納してください。
・	 配置はバッテリーパックを重ねて収納しないよ

うにお願いします。
・	 網パレットは自動車再資源化協力機構で契約し

ている運搬会社が持ち込みます。
	 持ち込まれるパレットは、W1040 ｘ D740
ｘ H500 を想定ください。（運搬会社の都合によ
り、大きさは多少前後します）

・	 車上渡しの際は、解体事業者様にてフォークリ
フト等で積込みをお願いいたします。

・	 回収日時確定後、引き取り依頼システムから「取
扱注意書」を印刷し、バッテリーパックに貼り
付けをお願いします。

・	 バッテリーパック以外の分解した部品は材質ご
とに細かく分別し、各自治体の法律、条例など
に従って適切に廃棄、処置を行ってください。

LNWPAOSH032601
3

1 2

BLWSAOSH000101

バッテリーパック

バンド切れ防止用段ボール
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